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第36講　『子供の見た欧羅巴』と『月明学校』
　わたくしがこの連載を始めるきっかけとなったことをお話しする。それ
は大きく言うと、二つのことである。一つは、ある本との出合いであり、
もう一つは、ある人との出合いである。
　具体的に言うと、一つは『子供の見た欧
ヨ ー ロ ッ パ
羅巴』という本との出合いであ
り、もう一つは三
み か み
上慶
け い こ
子という人との出合いである。
　だが、三上慶子との出合いも、実は本を通して知り合ったわけであり、
また、『子供の見た欧羅巴』（寶文館　大正15年1月）という本から実はそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1白鷗大学教育学部
原著論文白鷗大学教育学部論集
2016, 10（１）, 39−68
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の著者北原俊子と知り合うことができたのであるから、本と人との出合い
は連続しているのである。
　海外から帰って来た子どもたちを教えることになって、わたくしはその
前例をいろいろと調べる気持ちが高まっていた。今からちょうど四十年く
らい前のことである。
　ある時、何気なく立ち寄った古書店で手にしたのが、『子供の見た欧羅
巴』という小さな本（＊写真①）だった。これは著者の北原俊子が小学校
六年生の夏（七月）、父（注1）に伴われてヨーロッパに出かけて旅をした、そ
の見学旅行記である。大正十二年（西暦一九二三年）のことである。
　彼女の旅程は、当時のいわゆる「洋行」の普通のコースに従っており、
汽船で上海→香港→シンガポール→コロンボ→エジプト→マルセーユと行
く。途中、関東大震災（九月一日）の報に接するが、そのまま旅を続け、
パリ→ベルリン→ロンドンと回り、また、マルセーユから船に乗り、往路
と同じコースをたどり、十二月に帰国した。約半年の旅行である。
　北原俊子は当時、東京女子高等師範学校附属小学校の六年生であり、彼
女が学校を半年、休学しヨーロッパに
出かけるについては、学校主事北沢種
一、担任教師水谷年恵の深い理解が
あった。
　わたくしはこの本をむさぼるように
読み、この著者に会いたくなった。もっ
とこの本に書かれてあることを詳しく
知りたいと思ったのである。しかし、
この著者は生きているのか、また、ど
こに住んでいるのかわからなかった。
　その後、この本の著者北原俊子さん
と会うことができた。長野県飯田市で
開業医をしておられた。七十歳を越え、
写真①
北原俊子の『子供の見た欧羅巴』
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八十に近い年齢だったが、お元気だった。この時のことなどは別の所に書
いたので、興味のある方は参照していただきたい（注２）。
　もう一つ、三上慶子さんとは、わたくしが三十代の頃新宿の喫茶店「滝
沢」でお会いし、三時間ほどお話をうかがうことができた。また、その後、
お亡くなりになるまで、いろいろと手紙のやり取りをし、たくさんの資料
を頂いたりした。三上さんとは、彼女の著書『月
げつめい
明学
がっこう
校』を手にしてから
のお付き合いであった。
　『月明学校』は当時、教育関係の本をたくさん出していた目黒書店の発行
で、昭和二十六年（一九五一年）六月に初版が出たが、反響が大きく、同
年八月には第六版を印刷している。また、『月明学校』はその後、現代教養
文庫（社会思想社）から文庫版としても再刊された（＊写真②）。
　三上慶子さんの父は三上秀
ひで
吉
きち
という作家兼編集者で（注３）、徳富蘆花、志
賀直哉らと親しく交際した。その娘である慶子さんは、幼い頃から文章を
書くのが好きで、父の勧めもあり『月明学校』を出版する前、既に『照ら
す太陽』（新世社　昭和17年７月）という本（＊写真③a, b）を出してい
る。この本は幼年期の慶子さんの作品
を集めたものだが、中身の芸術性はと
もかくとして、娘の作品を大事にした
いとする父の気持ちがよくあらわれて
いる本だった。
　三上慶子さんの本は他に『谷間の学
校』（実業之日本社　昭和30年8月）な
どもあるが、代表作はやはり、『月明学
校』である。
　この本には、「ヴァイニング夫人賞
讃！」という帯が付いている。その帯
には「ヴァイニング夫人の手紙より」
として、次の文が載っている。
写真②
三上慶子の『月明学校』
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　人
ひとよし
吉や八
はち
ヵ
が
峰
みね
で、うつくしい時をすごさせていただいた感謝を、な
んと申しあげていいでしょう。そのことごとくは、よろこびと興味に
みたされたもので、私は日本における最も貴重な経験として、つねに
思い出すことでしょう。
　子供たちの自然で自由で親しみのある礼儀、学校の建物それ自身と
“完成された”教育のまことの表われのすべて……私はあなた方がそ
ちらの山の人々の中でなさっているお仕事を、みなさんにほんとうに
語りたいと思います。
　この文は『月明学校』の巻頭に載せられた「ヴァイニング夫人より三上
氏父子によせられた手紙（その一）」からの抜粋である。
　ヴァイニング夫人は平成天皇が皇太子であったときの家庭教師を務め
た。日本滞在五年間のその最後に、日本のかなり広い範囲を旅行された。
その折、九州に在った山の学校（月明学校）を訪問した。その時の様子は
写真③b
三上慶子の『照らす太陽』扉
写真③a
三上慶子の『照らす太陽』表紙
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『月明学校』に詳しく描かれている。そのような機縁から夫人は序文にふさ
わしい讃辞の言葉を手紙に記されたのである。出版社は宣伝のため、この
手紙を序文代わりに転用した。当時、ヴァイニング夫人は明仁親王殿下の
家庭教師として著名な方であったから、この宣伝文は大いなる力を発揮し
た。また、この本の推薦者として次の方々の名前が帯に記されていた。
天野貞祐、小泉信三、田中耕太郎、犬養健、広津和郎、青野季吉、
谷川徹三、羽仁説子、本多顕彰、原節子
　わたくしはこの『月明学校』を若い教師の実践記録として読みたい気持
ちが強く、この本を手にした。
　ところで、『月明学校』の初版本が出た当時は、山形で無着成恭という
若い教師が山村で生活綴方の画期的な実践を行っており、それが『山びこ
学校』と題して出版され話題となっていた。マスコミは、北の『山びこ学
校』に南の『月明学校』という謳
うた
い文句で宣伝した。その時、共に注目を
浴びたが、当時の社会的反応としては『山びこ学校』の方に強い支持や賞
讃が集まっていたとわたくしは判断する。わたくしはそのことの不満もあ
り、『月明学校』の教育史的意義をもっと高めたい（『月明学校』のことを
周知させたい）と思い、長い論稿を書いた。これもここでその内容を繰り
返さないから、関心のある方は参照していただきたい（注４）。
　『月明学校』はいちおう、小説の形をとっているが、中身は昭和二十年四
月、作家三上秀吉と女学校を出たばかりの娘慶子が南九州の山村（熊本県
球
く
磨
ま
郡上
うえむら
村）に疎開し、そこの小さな小学校で教師として働いた体験がも
とになっている。この学校は秀吉が若かりし頃（大正6年頃）、徳富蘆花の
勧めでやって来て、一度教師をしたことのある学校であった。
　その昔、三上秀吉は東京である雑誌の編集長をしていた。徳富蘆花の提
唱で九州、宮崎県に「新しい文化村」を作ろうという動きがあり、若い秀
吉はさっそくここへ来て、学校の教師となった。しかし、その教育のやり
竹　長　吉　正
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方があまりにも新しすぎたため、県の教育局から忌避され、二年余りで東
京へ帰ったのである。
　そのような経緯があったにもかかわらず、三上秀吉は再びこの地を訪れ、
今度は娘と共に、自分の思い描く理想の教育を村の子どもたちに行った。し
かも、当時、日本は戦争の末期であり、国や県の統制も弱くなりつつあっ
た。なにしろ、学校は山奥の不便なところに在ったので、支配や統制の命
令が届きにくかったという事情もある。
　『月明学校』は太平洋戦争の末期から戦後の五年間の山村の動きを、よ
く記録している。特に村人の様子、子どもたちの様子、食糧の生産や、そ
れを得るための労働、子どもたちの遊び、娯楽、山の自然、四季の変化な
ど、実に生き生きと描かれている。
　わたくしの教え子が『月明学校』の読後レポートを書いているので、関
心のある方は参照していただきたい（注５）。
　ともかく、こんなふうにしてわたくしの研究の一端は始まった。わたく
しは当時（昭和50年代中期）、海外から帰って来た生徒（海外帰国生徒）の
集まる高等学校に勤めていて、異文化との出合いに強い関心を持っていた。
そして、現実には昭和五十年代中期の海外帰国生徒を相手にしながら、言
葉や文化の教育を行っていたのだが、自分単独の研究として、異文化との
出合い（接触）を歴史的に調べてみたいと思っており、その具体的な現れ
が、『子供の見た欧羅巴』研究であり、『月明学校』研究であった。『子供の
見た欧羅巴』に関しては、まさに海外帰国生徒の先駆ともいえる著作との
出合いであり、また、著作のみならず、著者である北原俊子とも会うこと
ができ、いわゆるフィールドワークの研究ができた。
　いっぽう、『月明学校』であるが、これは全く日本国内の出来事を描いた
ものだが、その中に外国人とのふれ合い（交流）の場面があり、これは日
本国内における「異文化交流」を描いた作品である。今日（2016年、平成
28年の現在）、このような日本国内における「異文化交流」の姿は決して珍
しいものではない。しかし、一九五〇年ごろ、日本の山奥の学校で、この
45
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ような外国人の方を迎えての交流が行われたことの記録は、歴史的にも貴
重である。
　そして、もう一つ『月明学校』が若い女教師の記録文学であるという点が
重要である。彼女は父である先輩教師から学びつつも、やはり、目の前の
子どもたちから多くのことを学んでいる。教えるということは、ただ単に
年上の人間が後から来る年少者に知識や技能を伝授することだけでなく、
同じ人間として年齢を越えた学びがあるということである。つまり、彼女
は子どもたちに教えつつ、また、学んでいるのである。それから、すばら
しい自然環境の中で彼女は、人（村の大人や子ども）から学ぶのみならず、
自然からも学んでいる。徳富蘆花の作品『自然と人生』のように、作者三
上慶子は山の木々や岩石、植物から多くのことを学んでいる。わたくしは
この作品を読んでいて、東北の宮澤賢治が九州の山に入ったかのような錯
覚を覚えた。
　そのように『月明学校』の主人公である若い女教師は充実した日々を過
ごしている。そこへ、ある日、卒業した女学校の恩師から手紙がくる。恩
師の名は高橋たねといい、当時、ヴァイニング夫人の秘書をしていた（注6）。
「ヴァイニング夫人は皇太子の家庭教師の役目を終え、近々アメリカに帰
る。ついては、夫人がまだ見ていない日本のあちこちを私は案内して夫人
と旅行する。そこで、あなたの勤めている学校にも伺いたいのですが、ご
都合はいかがでしょうか？　お父さまと相談してみてください。」
　このような中身の手紙を彼女は受け取った。さっそく父に告げると、父
は喜んで「実に光栄だ。それではお迎えする準備をしよう。」と言った。し
かし、それほど特別のことをするわけでなかった。有りの儘を見てもらお
うと父は言った。
　当日は山の中で樵
きこり
が使うトロッコ列車に乗ってヴァイニング夫人と高橋
たね先生はいらっしゃった。子どもたちは緊張しながらも、一生懸命に学
習し、発表した。そして、夫人は校庭の隅に記念植樹をした。それから、
ヴァイニング夫人と高橋たね先生は再び、トロッコ列車に乗って帰って行
竹　長　吉　正
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かれた。わずか二時間足らずの出来事であったが、子どもたちには大きな
プレゼントであった。
　これらの一部始終は『月明学校』の一章「ヴァイニング先生を迎える」
に記されている。
　わたくしはこの『月明学校』を復刻したいと幾つかの出版社に掛け合っ
たが、実現しなかった。残念でならないが、古書としてあちこちの図書館
に保存されているので、関心を持たれた方はぜひ読んでいただきたい。
　ところで前に述べたように、「『月明学校』はその後、現代教養文庫（社
会思想社）から文庫版としても再刊された。」、このことに関して、以下付
け加える。
　この本は文字通りの文庫版で、昭和二十八年（一九五三年）八月十五日、
社会思想研究会出版部（＊社会思想社の前の社名）から出版された。この
文庫本で注目すべきは、巻頭に置かれた「文庫版になるについて」である。
その中で、著者の三上慶子は次のように述べている。
　刊行に際してもう一度読み返してみた。三年の間に、私の考え方な
どの変化に気づいて少し驚いたが、もう書き加えたいことはなかった。
というと少し妙であるかもしれないが、『月明学校』は、やはり私に
とっては、山の生活の一番主体となっていた事柄を、すべて出しつく
したものだった。今になって私は、ジイドの言葉の意味がわかるよう
な気がする。『月明学校』と私とは、決して分離していないけれど、た
しかに本の中の別な私が、『月明学校』と共に私から離れ、一人で歩い
ていくようだ。私は今、それを黙って見送っている。
　引用の文中、「ジイドの言葉」とは、「文庫版になるについて」の文頭に
置かれた「ナタナエル、もう今は私の本を投げ捨ててくれ。そこから離れ
て、自由になってくれたまえ。」という『地の糧』跋文の一節である。つま
り、三上慶子はこの言葉をもって、三年後の自分の心境を代弁させたので
47
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ある。『月明学校』という作品が自分の手を離れて独り歩きし出したという
ことであろうか。そうだとすれば、作者の自分はいつまでも、『月明学校』
にこだわっていられないという思いであっただろう。すなわち、作家は、
いくら作品が版を重ねて読まれようとも、その一作品ばかりにこだわって
いられない。次の作品に向かわなければならないのである。
　ところで、この『月明学校』が三上慶子の代表作となった証明は、他の
資料からも可能である。全日本社会教育連合会という財団法人の組織が青
年学級のテキストというのを出版している。その国語科のテキストに、こ
の『月明学校』が抄出ながら、採用されている。抄出された文章のタイト
ルは、「山村から都会へ」である。この国語科テキストの編集に携わったの
は、岩淵悦太郎、片桐顕
あき
智
のり
、武藤辰男の三人である。
　この本は四六判で九十四ページの冊子である。『愛と真実　ことばの生活
⑶』というのが、その冊子のタイトルである（＊写真④）。昭和二十七年三
月十五日の発行である。『月明学校』の初版は昭和二十六年六月三十日、同
年八月二十日に第六版、そして、二十八
年八月十五日に現代教養文庫（社会思
想研究会出版部）の初版という流れを
見てくると、このテキストに採用され
たのは目黒書店版の『月明学校』であ
るということになる。
　『愛と真実　ことばの生活⑶』に採用
された『月明学校』の箇所は、本篇の
附録ともいうべき物語の別篇「移り変
る季節のたより」の中の一篇「山村か
ら都会へ」である。原典『月明学校』
でのタイトルは「山の女性」であるが、
青年学級テキストでは「山村から都会
写真④
『愛と真実　ことばの生活⑶』
（全日本社会教育連合会）
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へ」と変更されている。
　『月明学校』は、熊本県球磨郡上村小学校八
は ち が み ね
ケ峰分校の子どもたち
とその教師を主人公とする物語だが、その中に別篇として三上慶子が
ラジオ放送した原稿が収録されている。それは「移り変る季節のた
より」という総題で、「夏から秋にうつる山」「山の女性」「蝮
まむし
の話」 
「鶯
うぐいす
の空巣」「古い年から新しい年へ」の計四篇である。
　「山の女性」は、山に生きる女性の労働や、「男性と対等の生活力をもっ
ている」という女性のたくましさを述べている。例えば男と一緒にトロッ
コを押したり、炭を俵に詰めたり運んだりする。だから、山の女性は家庭
において、また、集落において「発言権」があるのだという。自分はその
ような山の女性の味方であり協力者ではあるが、山の女性そのものではな
いと三上は言う。それならば、自分は山においてどのような存在なのであ
ろうか。三上はそれについて、次のように述べている。
　私は、山の自然を、つきせぬ興味をもって眺めていると共に、山の
人々の人生をも、人間としての社会との結びつきや感情をも、強い好
奇心と興味とで眺めているのです。その気持ちは一口には言い切れる
ものではありません。山そのものの好きな私にとって、谷や山の襞
ひだ
に
かくまわれている一つの小屋からも、大きな一冊の本を読むよりも面
白い、いろいろの勉強ができるのです。
　身体がそれほど頑健でないという事情からかもしれないが、三上はこの
ように言い、自分は山は好きだが、山の自然と山の社会の「観察者」なの
だと、自分の位置を定めている。
　それはともかく、『月明学校』所収の一文が青年学級のテキストになって
いたという事実は、昭和二十年代後半の日本社会の状況をよく物語ってい
て興味深い。
　青年学級テキストの教材文「山村から都会へ」には、次のような課題が
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付いている。「この手紙の筆者の、山村に対する愛情、山村の女性に対する
愛情を、みんなで批判してみよう。」
　確かに、この文章「山村から都会へ」は、放送原稿とはいえ、山村に暮ら
す筆者が都会に暮らす知人に宛てた手紙文になっているので、このような
課題になったものと判断する。それにしても、この文章を参考にして「み
んなで批判してみよう」というのは、どうであろうか。批判という言葉が
少し鋭すぎる感じがしないでもないが、青年学級の生徒にこの文章を土台
として様々なディスカッションを期待したと考えることができる。
注
（1）　北原俊子の父北原十
と
三
み
男
お
は美容家で、「北原の美顔術」として有名。東京の銀座五丁目
に北原東京美容院を開業。『実際美容術』（婦女界社　昭和6年6月）という著書も出し
ている。北原は最新の美顔美容術の研究のため、大正十二年七月から同年十二月にかけ
てヨーロッパに出かけた。その折、娘俊子を連れて行ったのである。
（２）　拙稿「異文化理解と国語の教育」（田近洵一編著『国語教育の再生と創造』所収　教育
出版　1996年２月）参照。また、『子供の見た欧羅巴』の意義についてふれた論考とし
て小貫徹「大正時代における〈子ども〉の異文化接触」（埼玉大学教育学部『言語と教
育の研究』第３輯　1990年6月）がある。さらに、『子供の見た欧羅巴』は昭和九年四月、
新趣味社（東京市京橋区木挽町六ノ六）より再刊されている。北原家に初版がなくなっ
ていたのを著者（北原俊子）の友人（清水淑子）の父（清水福市）が所蔵本を提供して
再刊を果たすことができたと再刊本に記されている。
（３）　三上秀吉の経歴については文学事典などを参照されたい。また、わたくしが入手し、読
んだ著書に『山の兄弟』（紀元社＊少年少女選書　昭和18年７月）『志賀直哉』（東京ラ
イフ社　昭和31年8月）がある。また、三上秀吉は有島武郎『小さき者へ　生れ出づる
悩み』（岩波書店＊岩波文庫　昭和15年３月）の「解説」を執筆している。
（４）　拙稿「月明学校の歴史とその教育史的意義」（『埼玉大学教育学部紀要（教育科学）』第
54巻第1号　2005年）参照。
（５）　初谷佳子「教育文学としての『月明学校』」（埼玉大学教育学部『言語と教育の研究』第
３輯　1990年6月）参照。
（6）　高橋たね（結婚後、松村姓）に関しては、拙著『わかさ美浜教育史1』（美浜文化叢書
刊行会　2011年３月）所収「第二部第三章第二節　E・G・ヴァイニングと小泉信三」
参照。
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第37講　郷土の先人 　  桑原武夫先生のことなど 　 
　桑原武夫先生はわたくしの郷里、福井県三方郡美浜町の隣の町、敦賀市
のご出身である。桑原先生のことについて書こうとすると、何から書いて
よいのかと、いろいろ迷うが、とりあえず、話の流れで、全日本社会教育
連合会編の青年学級テキスト『愛と真実　ことばの生活⑶』から始める。
　このテキストに、実は桑原先生の文章も取り上げられている。不思議な
縁
えにし
である。
　それでは、この九十四ページの冊子の全容を紹介する。中身は次のとお
りである。
　　　新しい生活
　　　　1．今の世を生きぬく力　　　天野貞祐
　　　　２．村のつきあい　　　　　和歌森太郎
　　　　３．ものいいについて　　　　桑原武夫
　　　愛と真実
　　　　４．父から子へ　　　　　　　寺田寅彦
　　　　５．夫から妻へ　　　　　　　夏目漱石
　　　　6．兄から弟へ　　　　　　　チェホフ
　　　　７．山村から都会へ　　　　　三上慶子
　　　　8．二宮尊徳　　　　　　　　内村鑑三
　　　　９．愛する者　　　　　　　大
おほくの
伯皇
ひめみこ
女ほか（万葉集）
　　　広い世界
　　　　10．通信事業の父ロイター　　福岡誠一
　　　　11．魚の数　　　　　　　　　宇田道隆
　　　　12．アメリカの農業を見る　大和田啓
けい
気
き
　この中の「３．ものいいについて」が桑原武夫の文章である。この文章
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は当時、大変話題になった文章であり、中学校や高等学校の国語教科書に
も教材として載ったことがある。
　「ものいいについて」の初出は、『せんてつ』という雑誌の昭和21年
（一九四六年）４月号である。この雑誌をわたくしはまだ見たことがない。
しかし、この文章「ものいいについて」が最初に単行本に収録されたのは、
桑原武夫の著書『現代日本文化の反省』（白日書院　昭和22年５月10日）に
おいてである。この本『現代日本文化の反省』は原本（＊写真⑤）を所蔵
しているので、その原本を見ながら、この文章の意義を考察する。
　『現代日本文化の反省』の「あとがき」に、次の文がある。
　敗戦後に発表したもののうちから、フランス文学に関するものを除
き（これはそのうち別にまとめる）、その残りのすべてを集めて、この
本を作った。評論、感想、談話など、長短、精粗さまざまだが、書い
た気持ちは一貫しているので、あえて「現代日本文化の反省」と題し
た。文化はもとより文芸のみではないから、この題は少し大げさに見
えるかもしれないが、私は主とし
て文芸の問題を取り扱いつつも、
文芸が文化一般に密接に連なり、
またその重要な一分野をなしてい
ることを、いつも意識していたつ
もりである。
　「文化はもとより文芸のみではない」
「文芸が文化一般に密接に連なり、また
その重要な一分野をなしている」とい
う桑原の考えがよくあらわれている本
である。
　ところで、「ものいいについて」は初
写真⑤
桑原武夫の『現代日本文化の反省』
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出原本では、「ものいひについて」と旧仮名遣いの表記になっている。しか
し、ここでは表記が混乱したり複雑になるので、古典古語の表記以外は新
仮名遣いを使うことにする。
　まず、この文の冒頭は、次の二文で始まる。
　芭蕉に「ものいへば唇さむし秋の風」という有名な句がある。私は
この句を好まない。
　この冒頭の二文を読むと、著者の挑戦的な息づかいが感じられる。いっ
たい、なぜ桑原は、この名句とされる俳句が嫌いなのだろうか。読者の気
を引きつける書き出しである。
　そして、その理由がしだいに明らかにされる。
　「それは、私がものをいうことが相当以上に好きであるという生まれつき
にもよるのだろうが、そればかりではない。」　桑原はこのように言い、自
分の生まれつきの個人的性格的なものだけではなく、もっと一般的普遍的
な理由があるのだと、文章を次へと展開していく。
　桑原は次のように言う。
　うるさい人の世を多少とも渡って来た人間には、この句の真実性を
身にしみて感じ、思わず「ものいへば唇さむし秋の風」と呟きたくな
る瞬間もまれではないであろう。人間の真実性を表わしているという
点において、この句は文学的に一応の成功を収めていると言えよう。
　このようにまず、この句に共感する読者の存在を認めている。そして、
さらに、その次には、これに関する否定（反論）を展開するのである。
　
　しかし、その真実性が大らかな広い、正しい人間性に根ざしている
か、どうか。またそれが一つの格言のようになって人口に膾
かいしゃ
炙してい
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ることは、社会的に健全な現象であるか、どうか。
　つまり、芭蕉のこの俳句の芸術的価値がどうであるかを論じようとする
のではなく、この句によって格言化された「ああ、言わなきゃよかった」
などという、「沈黙こそ金なり」という社会的風潮をこそ、標的として桑原
は批判するのである。
　「ものをいう」という人間に与えられた、この機能を「正しく用い、また
これを楽しもう」という主張である。
　だが、「ものをいう」ことに遠慮はいらない、どしどし思ったことを言え
といっても、「人に通じないようなことを、勝手気ままにしゃべり散らし
てよい」ということではないと、桑原は言う。「自分の思うことを率直に、
しかも筋道を立てて他人に分かるように発言することが必要なのである。」
　さらに言葉を続けて次のように言う。「気の利いた言い方をせよというの
では決してない。自分にはっきり分かっていることを自信をもって明瞭に
言うことが第一である。」
　以下、「ものをいう」ことに関して、次のような注意点も述べている。
　1．地位が上もしくは年齢が上の人は、地位が下の人や年少の人が、話
すように仕向け、彼らの話を先ず、よく聞くことが大切である。それから、
その至らぬところ、誤っているところを、「おだやかに、人間的に訂正して
やる」雅量をもつこと。
　そうすれば、部下（あるいは年少のもの）は進んで話すようになり、し
たがって、よい意見も出て来て、部内の空気は明るくなり、仕事は進行す
る。
　２．七、八人や十人くらいの集団で話す時は、リーダーとなる人が座長
になり、しかも、自分一人がしゃべるのでなく、みんなが話すようにもっ
ていく。集団の中では一人だけがしゃべり散らすのはよくないが、また、
つまらなそうな浮かぬ顔をして黙り続けているのも礼儀に反する。
竹　長　吉　正
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　３．集団で話す時、自分の学力、知識、経験のことを考えて他人に笑わ
れないだろうかと心配する等はしないこと。また、他人の説の受け売りで
なく、素朴のようであっても自分自身が真実に思うことを言うのがよい。
なぜなら、真実の言葉は必ず人を動かすから。
　４．中国の批評家である林
り ん ご ど う
語堂が「日本人はユーモアの面で零点である」
と言っている。「ものをいうこと」は社会生活において「一つの義務」であ
ると同時に、人生において「人間らしい楽しみの一つ」である。だから、
話すことの喜びを「いっそう大きくするために」「面白く話すこと」を心が
けるとよい。「面白く話すこと」は「ホラを吹いたり下品なことをしゃべっ
たりすることではない。」「内容は同じことでも、それを聞き手の興味を引
くように、いわばユーモアを交えて話すことである。」
　これらの中で、特に第４の「ユーモア」に関して、桑原は次のようにた
とえをあげて説明している。
　美人は人生の花で、その人がそこに存在するだけで人生が明るくな
ると同じように、ユーモアのある話のできる人もやはり人生の宝なの
であって、今のような苦しい時代にはいっそう必要なのである。
　そして、この「ものいい」の問題を桑原は、実はデモクラシーの問題と
つなげて論じているのである。この種明かしをこの文章の最後で行ってい
る。
　ものいいなどは、どうでもいいというのは誤りである。各人が平等
であり、また各人が人生を楽しむということがデモクラシーの目的で
あり、また条件でもある。真に良き社会を作ろうと思うならば、もの
いいという一見些
さ さ い
細な、しかし、本当は大切なことを、ここでよく考
えなおしてみる必要がある。
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　この最後に至ると、桑原がこの文章の冒頭で述べている、芭蕉の俳句「も
のいへば唇さむし秋の風」が好きでないという理由が判明する。それはこ
の俳句の芸術性などではなく、この俳句と共に存在する日本社会の「もの
いい」に関する封建性が嫌いということであり、桑原の望むデモクラシー
社会に日本社会が近づくことを願ってのレトリックであったということが
明らかになる。
　ちなみに、桑原のこの文章「ものいいについて」はわたくしの所蔵して
いる中学校国語教科書『中等国語　新訂版　二』（三省堂　昭和41年1月）
に所収されている（＊写真⑥）。但し、タイトルは教科書の表記に沿って
「物言いについて」と改められている。
　「物言いについて」は、教科書『中等国語　新訂版　二』では最終の単
元「16　ことばと社会」の一教材である（＊この単元は二つの教材で構成。
もう一つの教材は「食後のひととき」と題する、編集委員の書き下ろし文
章）。この単元には、次のような「学習の目当て」がある。
　社会生活をしていく上に、こと
ばはどのような役割を果たしてい
るかを調べ、場に応じたことばの
使い方を考える。
　そして、「物言いについて」では、
次のような学習活動を生徒に促してい
る。
　日常の言語生活について反省
し、これから、どんなことばづか
いをしたらよいか話し合う。
写真⑥
三省堂の教科書『中等国語　新訂版　二』
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　また、桑原の文章では「ものいいについて」以外でも、教材に採用され
ているものがある。全てを調査したのではないが、例えば『中学国語　３』
（日本書籍　昭和42年1月）には「チョゴリザ登頂の記録から」という記録
文が採用されている（＊写真⑦）。これは桑原ら京都大学の山岳隊が昭和
三十三年（一九五八年）、ヒマラヤのチョゴリザ峰に登った時の記録であ
る。
　これについては教科書では、次のような学習の促しを示している。
　記録・報告の文章には、学術論文のような、客観的に正確に書くこ
とを本旨とするものもあります。見聞記のような、筆者の印象を交え
たものもあります。いろいろの記録・報告の文章を読んで、見聞を広
めましょう。
　この単元「記録・報告」には、桑原の「チョゴリザ登頂の記録から」の
後にガガーリン（宇宙飛行士）著・岸田純之助訳の「地球一周一〇八分」
が載っている。客観的に正確に書くと
いう点ではガガーリンの文章が、それ
に該当する。彼の文章は自分の感情を
余り出さず、淡々とした書き方である。
筆者の印象を交えたものという点では
桑原の文章が該当する。
　また、この教科書で「チョゴリザ登
頂の記録から」には、次のような「学
習の手引き」をつけている。
1　地図と注を参照しながら、書
かれている事実を正確に読み
取りましょう。
写真⑦
日本書籍の教科書『中学国語　３』
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２　筆者の気持ちがよく表わされているところを抜き出し、それがど
んな気持ちであるか考えてみましょう。
３　すぐれた表現だと思うところ、おもしろい書き表わし方だと思う
ところを抜き出してみましょう。
　以上、見てきたように桑原武夫の文章は国語教科書で論説・記録・報告
などの文章典型として扱われてきた。それはフランス流の論旨明快、明晰
な日本語文章の特色という点で高く評価されたと言える。なぜなら、桑原
のような文章が、それまでの国語教科書に余り載らなかったからである。
寺田寅彦や中谷宇吉郎といった科学者の随筆が多少載ったことはあるにし
ても、論説・記録・報告など、いわゆる科学的な文章が注目され、宮地伝
三郎、末広恭雄、湯川秀樹、朝永振一郎、坂田昌一らの文章が多く採用さ
れるようになるのは、昭和四十年頃からである。
　桑原は自ら文学者であるのだが、文学を狭い小説や物語、詩などのフィ
クションに限定せず、幅広く科学やノンフィクションともつながるものと
とらえ、考えていた。
　桑原武夫が日本の国語教育に与えた影響について、言語生活（話すこと、
聞くこと、書くこと等の生活）の改革、読書など読物生活における啓蒙な
どの面から総合的に検討する必要がある。
第38講　文芸創作と学問研究 　  米田佳代子さんのことなど 　 
　わたくしはこれまで学問研究のかたわら、文芸創作を続けてきた。といっ
ても、発表するに至ったのは、ここ数年のことである。
　具体的に言うと、わたくしが六十歳になる少し前、『それからのピノッキ
オ』（てらいんく　2006年７月）を出した。それ以後、『中国のピノッキオ』
（てらいんく　2008年３月）『ピノッキオの旅』（角川学芸出版　2011年５
月）『世界をまわろうよ』（創英社／三省堂書店　2013年10月）『トヨイチと
竹　長　吉　正
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八重』（創英社／三省堂書店　2014年10月）と合計五冊の創作集を出した。
なぜ、これらの創作集を世に問おうとしたのだろうか。
　文芸創作になぜこだわるのかという問題は、学術書『西尾実　この多様
にして複雑な存在』（創英社／三省堂書店　2012年10月）の中でもふれた
が、それは国語教育の表現教育論の一つの「わが実践」である。
　わたくしは、自分のことを語りたくない。つまり、私生活を素材にして
創作はしない。何かある特別の興味ある出来事が自分に近づいてきたとき、
それを文章という形にする。具体的に言うと、ある古書店から続けて二つ
の物を購入してから、それは始まった。
　二つの物とは古びた原稿で、一つは佐藤春夫のエッセイで、「『ピノチオ』
の移植」という彼が自分の著作「ピノチオ」の製作裏話にふれた内容の短
い原稿であり、もう一つは、やはり佐藤春夫の原稿で、「いたづら人形の冒
険」という童話作品だった。これらの原稿が、どういうわけか、わたくし
の手元に収まることになった。
　欲しくて欲しくてたまらないものならいざ知らず、正直言って、これら
の物はわたくしにはどうでもいいものであった。
　当時、わたくしは佐藤春夫については少なからぬ関心をもっていた。それ
は霜田史光が台湾に行ったことがあるということから台湾に旅行した日本
の文学者のことを調べていて、佐藤春夫の作品「女
じょかいせん
誡扇綺
き た ん
譚」にぶつかっ
た。春夫のこの作品は、とても面白く、大学の「近代文学講読B」という
講義で取り上げたりした。
　こんなふうにして佐藤春夫の作品や文章に親しんではいたが、彼の「ピ
ノチオ」に関しては全く親しめなかった。
　しかし、前之園幸一郎氏（＊イタリア近代教育史の研究家）と知り合い
になり、彼の著作『『ピノッキオ』の人間学』（青山学院女子短期大学学芸
懇話会　1987年２月）『子どもたちの歴史』（永田書店　1989年４月）を読
んでいくうちに『ピノッキオ』に関心を抱くようになった（＊写真⑧）。
　そして、ついに自分で原書を読みたいと思うようになった。神田神保町
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のイタリア書房に行き、イタリア語版
のピノッキオを入手した。しかし、イ
タリア語は得意でないから英語版のピ
ノッキオと併読して読んでいった。自
分で日本語訳も行った。
　日本語訳を完成したら、その次に、
人間の子どもになったピノッキオのそ
の後を書きたくなった。そして、書き
上げたのが『それからのピノッキオ』
である。
　当時、ピノッキオの物語は時代遅れ
の感がしないでもなかった。つまり、時
代の流れに合わなくなったという感じ
がした。それで、そのことを前之園氏に告げると、「そうかもしれない」と
おっしゃった。しかし、わたくしとしてはなんとかしてピノッキオの物語
の良い部分を再生させたいと願っていたので、執拗にこの物語にこだわっ
た。つまり、現代の日本の子どもたちにこの物語を読ませる価値はあると
信じたのである。
　また、足の悪いキツネと目の不自由なネコが登場することで障がい者差
別撤廃運動を進めている人たちからピノッキオ本は「差別を助長する」有
害図書だとして弾劾された。こうして、日本の図書館からピノッキオ本が
排除され、子どもたちの眼のとどかない所に置かれるようになった。
　さらに、ピノッキオの物語といえば、ディズニーの映画やアニメで知っ
ているという若者がいる。わたくしはディズニーの映画「ピノキオ」をビ
デオで見た。これは原作とずいぶん違うと思った。これでは、ピノッキオ
物語の真髄は伝わらないと思った。そして、ますます、ピノッキオの物語
を何とかしなくてはならないと思うようになった。　
　『中国のピノッキオ』『ピノッキオの旅』『世界をまわろうよ』『トヨイチ
写真⑧
前之園幸一郎の『子どもたちの歴史』
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と八重』と次々に作品を書いてきたのは、そのような思いからである。
　『トヨイチと八重』を書き終えて、宿題を果たしたような気持になった。
　というのは、わたくしが若い頃、わたくしに児童文学の創作を勧めてく
れた一人の編集者がいたからである。
　その人の名は、米田佳
か よ こ
代子。当時、福武書店の編集部にいて、児童書の
担当だった。わたくしは高等学校の国語教師として勤めながら、児童文学
の評論も書いていた。主に灰谷健次郎という作家にこだわって、彼の作品
『兎の眼』や『太陽の子』を論じていた。しかし、創作に手を出すことはし
なかった。灰谷のような長編を書く時間と心の余裕がなかった。専ら、読
むばかり。そして、作品の批評をするだけであった。大学の先輩に皿
さらがい
海達
哉や日比茂樹といった、職人技ともいえる技術と、創作の鋭い直感をもっ
た作家がいて、彼らの会合に一度、顔を出したことはあるが、尾崎紅葉ら
の硯友社みたいな雰囲気になじめず、しぜんに会から遠のいた。そんなと
き、米田と出合った。
　彼女は、わたくしの稚拙な作品を実によく読んでくれて、しかも、懇切
丁寧な感想とアドヴァイスを返してくれた。
　ブルーブラック・インクの色と太くて大きい、万年筆の文字が今も目に
浮かぶ。
「前略　　夏休みはいかがお過ごしでしたでしょうか。
　　さて、原稿拝読させて頂きました。個々の作品について、また、全体
として、意見、感想を述べさせていただきたいと思います。」
　このような切り出しで、文面は続いていく。読むわたくしは緊張して、
ハッと姿勢をただす。
「まず、全体として……。」　彼女はこう言って、一呼吸する。
「ベッキーという主人公の存在にリアリティーが、あまり感じられないのは
何故でしょうか。少し考えてみたいと思います。第一に、通読して思った
ことですが、「会話」が女の子らしくないというのが原因ではないでしょう
か。男の人が想像だけで「かわいらしく、おちゃめ」で「おませ」に書い
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ているような、どこかから書いてきたような、そういう人工的な香りがし
ます。」
　なるほど、そうかもしれない。でも、ずけずけとよく言ってくれるね。
わたくしは一瞬、苦笑いしながらも、彼女の吐く言葉に引き込まれていく。
「ベッキーはいったい何歳なのでしょう？　時には三歳児のようで、時には
おばさんのようで……。そして、ベッキーという子は、いったいどういう
性格の子どもなのでしょう、どういう内面をもっているのでしょう。
　お話の中でストーリーの展開、すなわち、作者のアイデアが先行してし
まい、読者がついて行きにくいように思えるのは何故でしょう。それは、
読者と物語世界を橋渡しする、案内役であるベッキーに読者が共感できな
いからではないでしょうか。
　ちょっと物語世界に入り込めたかなと思うと、客観的にさせられてしま
い、読者はどう感じたらよいのか分からなくなってしまうのです。
　それから、作者はこういうところを書きたいのだろうなとか、作者はこ
のアイディアに満足しているなということが（つまり、物語の舞台裏が）
見えてしまうと、読者は楽しむことができなくなってしまいます。
　主人公がお話をひっぱっていく場合、その動作、何気ない表情、行間か
ら漂う匂い、そして会話が、本当に自然に読者に受け入れられないと、な
かなか難しいのではないでしょうか。
　特に、あなたの作品のような非現実を扱った物の場合は、難しいと思い
ます。
　講談社新書の中の佐藤さとる著『ファンタジーの世界』をお読みになっ
たことがありますでしょうか。その中に、とてもわかりやすく基本的なこ
とが書かれてあるので、もしまだお読みでなければ、参考になるかと存じ
ます。」
　そして、わたくしの他の作品についても、いろいろと細かく批評してい
る。
　最後に米田は次のように記している。
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「いろいろと無遠慮に意見、感想を書きましたこと、お許しください。と
ても豊かな想像力をお持ちなのですが、それを表現し切れていないのがと
ても残念だと思います。もっといきいきした文体になれば、テーマやアィ
ディアも生きてくると思います。
　今後とも面白い作品を期待して居ります。がんばってください。」
　これは、はたしていつごろの手紙であったのだろうか。
　そんなことを考えながら、書き写していると、遠い昔、福武書店、それ
は当時、靖国神社の近く、九段坂病院という国家公務員共済の指定病院の
向かい側にあったと思うが、その福武の応接室で米田と会ったことを、あ
りありと思い出す。
  しかし、その米田佳代子は2004年12月のスマトラ沖地震で命を落とした。
実に残念でならない。わたくしはその訃報を2005年の1月下旬、ある出版
社の編集者から知らされた。
　わたくしが米田を知ったのは彼女が福武書店（のちベネッセ）に勤務し
ていた時だが、彼女はその後、徳間書店に移籍し、児童書の編集を続けて
いたそうだ。
　2004年12月前後の米田の状況は、次のとおりである。以下、わたくしの
知り得た範囲で記す。米田は12月23日から会社には休暇を取って、個人旅
行でタイを訪れ、海外の編集者仲間と会っていた。そして、タイ南部のカ
オラックで津波に襲われた。
　年が明けて1月11日、弟さんが現地で遺体を確認し、12日にはご両親が
日本を発ち現地に向かった。現地はたいへん混乱し、遺体の帰国や葬儀は
延び延びになった。ご遺族はマスコミ等には一切、名前を出したくないと
の強い希望で、報道は抑制された。だが、わたくしの知る限りでは、神戸
新聞2005年1月13日の記事に「邦人の犠牲者は女性編集者と確認」という
見出しで出た。短い記事であるが、それは次のとおりである。
 スマトラ沖地震で外務省が二十四人目の日本人死亡者として11日に
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発表した女性は、東京都内の出版社に勤める米田佳代子さん（46）であ
ることが十二日、関係者の話で分かった。米田さんは児童書部門のベ
テラン編集者。休暇をとって、十二月下旬に日本からタイに個人旅行
に出かけ、バンコクを経由してタイ南部のカオラックに向かったとい
う。
　その後わたくしの知り得た情報を以下に、付記する。
　米田佳代子は1958年（昭和33）の生まれ。宮城県仙台市立八
や
乙
お と め
女中学校
の卒業。この中学校からは伊達みきお（お笑い芸人）香川真司（サッカー
選手）などの有名人が出ている。ICU（国際基督教大学）を卒業。初め福
武書店に勤め児童書の出版に従事していたが、のち徳間書店に移る。そし
て、徳間書店に勤務のまま、前記の旅行で被害に遭い落命。享年46歳。
　インターネットでは彼女の死を悼む記事が、多く登場した。八乙女中学
校第1回生の友人たち。米田に編集担当をしてもらった作家及び画家。ベ
ネッセの後輩社員。
　わたくしはそれらを読んで、ベネッセが児童書の出版をやめたので、
それができる徳間書店に移ったのかなとも推測した。また、米田がIBBY
（International Board on Books for Yong People.  国際児童図書評議会）の
フィンランドともつながりが深く、児童文学の面で日本とフィンランドと
の交流に尽力したことを知った。
　ともあれ、多くの友人知人から「かよ」「かよさん」と慕われた彼女が亡
くなって10年の歳月が過ぎ去った。そして、この間には東日本大震災が起
こった。東日本大震災では彼女の故郷宮城県仙台も被災した。
　いろんな想念が湧くが、わたくしは何気なく見出した米田佳代子の書簡
を読みながら、故人をしのび、また、自分のことを思う。幾人もの故人へ
の思いを胸にしまいながら、人は生き続ける。それしかあるまい。
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第39講　終りの言葉
　日本語教学法の締め括りの文章が、いささか湿っぽくなったが、これま
で七十年の人生において、現実に会った人もいれば、書物の中だけで知り
得た人もある。たくさんの人から影響を受け、ここまでやって来た。自分
が他者にどんな影響を与えたかについては、ほとんど知ることがない。
　人や、人の書いたものから影響を受けるには、やはり、言葉を介さなく
てはならない。この「言葉を介して」物事を知るという一点に限れば、わ
たくしがやってきたことは、あながち無意味なことばかりではなかったの
ではなかろうか、そんな気がしている。
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〈内容細目〉
第一部
　　第1講　この講義の目的
　　第２講　クラスのみんなとはじめて会った
　　第３講　イタリアの田舎で道に迷った
　　第４講　歌をうたって中国語を覚える
　　第５講　タンポポについて　　　自然と人間の関係を考える　　
　　第6講　日本語の詩を教材にして
　　第７講　日本語初級の授業を見て
第二部（1）
　　第8講　大学生対象の説明文読解授業
　　第９講　日本語を母語とする学習者への母語教育と国語教育
　　　　　　　　　差異点と共通点　　
　　第10講　言語教育における学力　　　知識・認識　　
　　第11講　子どもの言語習得過程
　　　　　　　　　思考の発達に随伴する言語発達　　
　　第12講　ピアジェとヴィゴツキー
　　第13講　言語教育の目標と方法
　　　　　　　　　「個人の思考」と「コミュニケーション」　　
　　第14講　認識の各段階（感覚及び運動・イメージ・概念）に関わる言語
第二部（２）
　　第15講　子どもの絵画表現と作文表現
　　第16講　我が読者論と現下の教育課題
　　第17講　読書の指導
　　第18講　比べ読みの実際
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第三部（1）
　　第19講　人はなぜ書くのか
　　第20講　熱中して書くこと　　　その場をどうやって作るか　　
　　第21講　「おどろく心」と「書く内容」の充実
第三部（２）
　　第22講　「おどろき」と文章表現
　　　　　　　　　高村光太郎における詩の発想　　
　　第23講　絵画表現と物の見方　　　山本鼎と寺田寅彦　　
　　第24講　ニイルの「フリー・スクール」と子どもたちの「創造性」
第三部（３）
　　第25講　創造性を開発する文章表現指導
　　第26講　課題作文にどう立ち向かうか
　　第27講　有名人の子育てに関する心理的問題
　　第28講　フランスとイギリスにおける人間形成
　　第29講　欧米諸国と比べた日本の教育課題
第四部
　　「創造性」を生む方法と環境ほか
　　第30講　「思考の柔軟さ」を生むブレイン・ストーミング
　　第31講　寺田寅彦の文章における「切り上げ」テクニック
　　第32講　寺田文章研究のまとめと追記　　　「三上」ほか　　
　　第33講　志賀直哉の「創造性」論
　　　　　　　　　文章に現れる作者の「精神リズム」
　　第34講　西尾実と二つの指導観
　　第35講　西尾実指導観の根底に潜むもの
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第五部
　　連載のまとめとして
　　第36講　『子供の見た欧羅巴』と『月明学校』
　　第37講　郷土の先人　　　桑原武夫先生のことなど　　
　　第38講　文芸創作と学問研究　　　米田佐代子さんのことなど　　
　　第39講　終りの言葉
［参考］　言語文化教育研究の基礎　　　具体例と提言　　　
　　　1．前言　　　筆者の研究歴と本稿の位置　　
　　　２．言語文化教育研究とは？
　　　３．教材研究の周辺　　　芸術としての文学をどう受容するか：
　　　　　　　　　　　　　ラスキンの芸術論を手がかりとして　　
　　　４．実践報告の一例　　　『黄金河の王様』（ジョン・ラスキン作）
　　　　　　　　　　　　　の学習指導　　
　　　５．提言Ⅰ　　　今求められる読解リテラシー：
　　　　　　　　　PISA2000の波紋　　
　　　6．提言Ⅱ　　　翻訳力と言語文化教育の課題：
　　　　　　　　　亀井俊介氏の旧著にふれて　　
　　　７．提言Ⅲ　――日本語と英語、二つの言語の交叉：
　　　　　　　　　言語教育としての接近　　
　　　8．結語
　目次を通観してわかるように、この講義はもともと、外国（特に東南ア
ジア）で日本語を学ぶ外国籍の児童生徒、及び日本国内にいる外国籍の児
童生徒、さらに外国から日本に帰って来た帰国児童生徒を対象に「日本語・
日本文化の授業」を行うためのテキストとして執筆を開始したものである。
また、それは当然、そのような学習者を指導する教員のための教科書も兼
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ねるものにしたいと意図した。しかし、執筆するに従って、どんどん範囲
が広がって、それは国際化の観点から、「日本国内の国語教育」を改革する
視点を提供するような形となった。
　計画的に連載を行ったというよりも、関心の赴くままに自由に執筆した
というのが、正直なところである。だが、わたくしの関心は自ずと表れ、
「読むこと」「書くこと」「文学（特に詩）」等の領域に偏ったところがある。
「話すこと」「聞くこと」の領域に進む計画もあったが、それは実現せずに
閉じることになる。残念であるが、紙数に限りがある以上、致し方あるま
い。しかし、今、こうやって第1講から順にたどってくると、「絵画表現
と文章表現」「おどろく心」「創造性の開発」などといったことに強くこだ
わっているのが、よくわかる。自分で自分を把握することが、このような
連載を通して行えたというのが、わたくしの「ひそかな喜び」である。
　また、最後の第五部は、わたくしの郷里の尊敬する「偉人」を取り上げ
て、言葉で表現することの意味とその喜びを追認した。極めて恣意的な終
わり方であるが、ご寛恕いただければ幸いである。
　連載開始から、ほぼ十年経とうとしている今、回想にふけっている暇は
ないが、これまでの読者の皆さんにお礼を申し上げ、締めくくりの言葉と
する。
